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も
う
い
ち
ど
北
大
と
出
会
う〈
そ
の
二
五
〉

北
大
は

保
健
科
学
で
健
康
を
作
る

健
康
な
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る　

医
療
の
プ
ロ
フェッ
シ
ョ
ナ
ル
の
世
界

 

保
健
科
学
研
究
院
長 

伊
達　

広
行

離
れ
た
場
所
か
ら
健
康
を
見
守
る
た
め
の
、し
く
み
作
り
に
取
り
組
む
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彦

高
度
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脂
質
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分
析
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健
康
を
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千
葉　

仁
志

「
最
高
に
座
り
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す
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車
い
す
」の
開
発
か
ら
見
え
た
も
の

 

生
活
機
能
学
分
野 

八
田　

達
夫
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技
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大
野
精
七（
一
八
八
五
│
一
九
八
二
）は
、
茨
城
県

生
板
村
に
生
ま
れ
た
。
生
家
は
農
業
を
営
ん
で
い
た

が
、
大
野
は
臨
床
医
を
志
し
て
一
二
歳
で
単
身
上
京

し
、
独
逸
学
協
会
学
校
中
学
校
、
第
一
高
等
学
校
へ

と
進
学
し
た
。

▼「
私
共
が
最
も
尊
し
と
す
る
所
の
も
の
は
生
命

で
あ
つ
て
、
次
は
名
誉
、
其
次
は
財
産
で
あ
り
ま

せ
う
。
随
つ
て
人
間
の
最
大
幸
福
は
健
康
で
あ
る

と
思
ひ
ま
す
」（「
祝
辞
」『
香
蘭
』創
刊
号
、
北
海

道
帝
国
大
学
医
学
部
附
属
医
院
看
護
婦
香
蘭

会
、一
九
三
一
年
、一
頁
）

　

一
九
〇
八
年
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
に
入
学

後
、
産
科
婦
人
科
教
室
に
籍
を
置
い
た
大
野
精
七

は
、
大
学
病
院
の
外
来
に
、
子
宮
癌
の
患
者
が
後
を

絶
た
な
い
状
況
に
直
面
し
た
。

▼
「
私
は
始
め
産
婦
人
科
教
室
に
這
入
つ
た
が
、

臨
床
医
家
と
し
て
立
つ
に
は
ど
う
し
て
も
病
理

学
の
必
要
な
る
事
を
痛
感
致
し
、
特
に
お
願
ひ
し

て
病
理
教
室
の
人
と
な
つ
た
の
で
あ
る
」（『
東
京

帝
国
大
学
病
理
学
教
室
五
十
年
史
』
下
巻
、

一
九
三
八
年
、
三
五
七
頁
）

　

産
婦
人
科
医
と
し
て
子
宮
癌
の
早
期
発
見
に
つ

な
げ
る
た
め
、
大
野
精
七
は
、一
九
一
四
年
九
月
か

ら
病
理
学
教
室
の
山
極
勝
三
郎
教
授
に
師
事
し
、人

工
癌
の
発
生
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

▼
「
私
ど
も
の
実
験
材
料
は
ニ
ワ
ト
リ
で
あ
り
ま

し
て
…
…﹇
輸
卵
管
が
直
に
見
え
る
部
位
で
は
な

い
の
で
﹈す
べ
て
開
腹
を
し
て
や
つ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
実
験
部
位
の
検
査
が
開
腹
で
あ
つ
た
と
い

う
こ
と
が
…
…
非
常
に
困
難
で
あ
り
ま
し
た
。
十

分
注
意
を
し
て
消
毒
し
て
や
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
癒
着
性
の
腹
膜
炎
を
起
こ
し
や
す
い
の
で

す
。
動
物
を
な
る
べ
く
長
く
生
存
せ
し
め
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
し
た
が
つ
て
注
射
試
験
は
厳
重
な

る
消
毒
の
も
と
に
大
体
一
カ
月
〜
二
カ
月
以
上
の

間
隔
を
お
い
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
し
た
」（『
癌
の
臨
床
』一
一
巻
一
三
号
、

一
九
六
五
年
一
二
月
、

八
五
八
頁
。﹇　

﹈
は
補

記
、
以
下
同
様
）

　

こ
の
よ
う
な
煩
雑
な
実

験
操
作
を
、
大
野
精
七
は
、

一
九
一
七
年
ま
で
約
三
年
間

も
取
り
組
ん
だ
。
四
一
羽
に

施
し
た
実
験
か
ら
、
大
野

は
、
遂
に
、
三
羽
に
人
工
的

癌
腫
瘍
を
発
生
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
し
た
。

　

癌
の
病
理
学
的
研
究
に

一
区
切
り
を
つ
け
た
大
野

精
七
は
、
外
科
学
教
室
で

臨
床
研
究
を
積
ん
だ
後
、

一
九
一
七
年
九
月
に
産
婦

人
科
学
教
室
に
戻
っ
た
。

▼「
東
大
産
婦
人
科
教
室

に
入
り
、
専
門
医
に
な
る

私
共
が
最
も
尊
し
と
す
る
所
の
も
の
は
生
命
で
あ
る

人
工
癌
を
作
り
、
子
宮
癌
と
闘った

　

産
科
婦
人
科
学
講
座
初
代
教
授 

大
野
精
七

背景：「卵巣ノ乳腺下移植」（『日本婦人科学会札幌地
方部会会報』第1年第1号、1930年、59頁）より

リ

テ

ラ

ポ

プ

リ

Ohno Seishichi

第26回日本婦人科学会総会での宿題報告（1928年3月31日）
子宮癌治療の技術改良のため、大野精七は「子宮癌療法（血清学的方面）」の担当者として学会報告をした（『東京医事新誌』
第2570号、1928年5月、26～27頁）
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多
か
っ
た
の
で
、
私
は
病
院
通
用
門
の
南
側
に
急

患
用
時
間
外
、外
来
診
察
所
を
つ
く﹇
っ
た
﹈」（
前

掲
『
北
大
医
学
部
五
十
年
史
』三
七
三
頁
）

　

一
九
四
八
年
三
月
、
大
野
精
七
は
「
子
宮
癌
研
究

の
思
い
出
」等
を
最
終
講
義
に
北
大
を
退
官
し
、
そ

の
後
、
札
幌
医
科
大
学
・
東
日
本
学
園
大
学
の
初

代
学
長
を
歴
任
し
た
。

　

一
九
八
二
年
一
二
月
三
〇
日
に
、
九
七
歳
の
天
寿

を
ま
っ
と
う
し
た
大
野
精
七
は
、
門
下
生
に
次
の
言

葉
を
遺
し
て
い
る
。

▼
「
も
し
元
気
に
な
れ
た
ら
、
も
う
一
度
世
の
中

の
た
め
に
働
き
た
い
よ
」（『
光
雪
と
と
も
に　

教

室
開
講
六
〇
周
年
記
念
誌
』一
九
八
五
年
、
七
八

頁
）

大
学
文
書
館　

山
本
美
穂
子

Y
am
am
oto M

ihoko

解
し
易
い
小
冊
子
を
作
っ
て
一
般
大
衆
の
啓
蒙
に

努
め
た
。
癌
の
治
療
法
と
し
て
手
術
あ
る
い
は
放

射
線
療
法
の
外
に
何
か
血
清
学
的
方
面
に
治
療

法
を
見
出
さ
ん
と
考
え
た
…
…
昭
和
四﹇
一
九
二

九
﹈年
よ
り
卵
巣
の
乳
腺
下
移
植
を
試
み
た
…
…

私
の
卵
巣
移
植
の
主
な
る
目
的
は
子
宮
癌
の
た

め
子
宮
並
び
に
附
属
器
を
全
剔
出
し
た
患
者
の

欠
落
症
状
を
防
ぐ
た
め
、
患
者
自
身
の
卵
巣
を

そ
の
乳
腺
下
に
移
植
し
た
の
で
あ
っ
た
」（
前
掲

『
北
大
医
学
部
五
十
年
史
』三
七
三
頁
）

　

大
野
精
七
は
、
子
宮
癌
患
者
を
救
う
た
め
、
卵
巣

の
乳
腺
下
移
植
に
関
す
る
研
究
や
血
清
学
的
研
究

に
取
り
組
む
傍
ら
、
附
属
医
院
で
産
婦
人
科
患
者

の
診
療
を
行
い
、
夜
間
・
急
患
の
手
術
も
厭
わ
ず
自

ら
執
刀
し
て
、
治
療
に
も
尽
力
し
た
。

▼
「
当
時
、
大
学
病
院
の
外
来
診
察
は
午
前
の
み

で
午
後
及
び
夜
間
に
時
間
外
診
察
を
乞
う
者
が
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札幌市時計台（旧札幌農学校演武場）
 工学研究院　池上　重康

Litterae Populiとはラテン語で「ポプラの手紙」という意味です。
北海道大学（および、その前身である札幌農学校）にゆかりのある
人々の言葉を「リテラポプリ」としてお届けします。

べ
く
勉
強
し
て
い
た
が
、
大
正
九﹇
一
九
二
〇
﹈年

の
中
頃
北
海
道
帝
国
大
学
総
長
、
佐
藤
昌
介
先

生
が
教
室
主
任
磐
瀬
雄
一
先
生
を
訪
ね
て
、
私
を

新
設
北
大
医
学
部
産
婦
人
科
教
授
に
懇
望
し
て

来
ら
れ
た
。
私
は
東
京
で
開
業
す
る
積
り
で
あ
っ

た
が
、
磐
瀬
教
授
始
め
白
木
先
輩
そ
の
他
か
ら

す
す
め
ら
れ
遂
に
札
幌
行
き
を
承
諾
し
た
」（『
北

大
医
学
部
五
十
年
史
』一
九
七
四
年
、
三
七
二
頁
）

　

産
婦
人
科
医
と
し
て
開
業
間
近
ま
で
準
備
を
進

め
て
い
た
大
野
精
七
は
、
北
海
道
帝
国
大
学
か
ら
の

招
請
を
承
諾
し
、
約
二
年
間
の
ド
イ
ツ
留
学
を
経

て
、一
九
二
四
年
四
月
、
産
科
婦
人
科
学
講
座
の
初

代
教
授
に
就
任
し
た
。
そ
し
て
札
幌
の
地
で
、
再
び

子
宮
癌
の
問
題
に
挑
ん
だ
。

▼
「
子
宮
癌
は
早
期
に
発
見
し
、
根
本
的
全
剔
出

手
術
を
ほ
ど
こ
せ
ば
効
果
的
で
あ
る
。
私
は
北

海
道
の
婦
人
の
た
め
「
子
宮
癌
の
話
」と
云
う
理

健康保持の秘訣は、スキー（1920年代後半、手稲山にて）
大野精七（左から5番目）は、健康法として体育を奨励し、スキーの普及にも邁進した（大学文書館蔵）
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健康を作る
　

医
学
や
科
学
技
術
は
急
速
に
進
歩
・
発
展
し
、医
療
の
高
度
化
や
細
分
化

が
進
ん
で
い
る
と
と
も
に
、使
用
す
る
治
療
機
器
は
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。さ
ら
に
遠
隔
治
療
シ
ス
テ
ム
な
ど
新
た
な
医
療
の
あ
り
か
た
が
続
々

と
登
場
し
て
い
ま
す
。一方
で
、人
び
と
の
健
康
に
関
す
る
意
識
は
高
ま
り
、

高
度
な
医
療
へ
の
関
心
も
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。障
が

い
者
や
要
介
護
者
へ
の
ケ
ア
と
い
っ
た
分
野
も
ま
す
ま
す
重
要
度
を
増
し
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
背
景
に
し
て
、医
療
・
健
康
の
分
野
で
は
高
い
知
識
と

専
門
性
を
備
え
た
人
材
が
今
以
上
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

北
海
道
大
学
医
学
部
保
健
学
科
で
は
、医
療
の
現
場
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、日
常
生
活
に
お
い
て
も
よ
り
よ
い
健
康
状
態
を
保
て
る
よ
う
健
康
全
般

に
わ
た
っ
て
人
び
と
を
支
援
す
る
看
護
師
、理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
、診

療
放
射
線
技
師
、臨
床
検
査
技
師
な
ど
、医
療
分
野
に
お
い
て
専
門
性
の
高

い
人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

、よりよく生きることを支援する

障がいやからだの機能の低下のある
人が、社会生活に適応できるよう機
能を回復することを目指します。
　発達障がいや疾病、外傷、また加齢
などにより身体障がいをもっていたり、か
らだの機能が低下した人に対して、運動
療法や物理療法を通じて治療訓練を行
うのが理学療法です。まずは、関節可
動域検査や筋力の測定を行って動作分
析などによってからだの状態を的確に知
り、問題点を明らかにし、基礎となる機能
を回復、さらには機能の維持や悪化の
防止につなげ、質の高い生活を目指す
ための援助をする技能を身につけます。

学療法学専攻

電離放射線・電磁波・音波などを利用して、からだの内部の様
子を調べたり治療したりする技術を身につけます。
　X線装置やCT（コンピュータ断層撮影）、MRI（核磁気共鳴画像
法）などを駆使して診断に必要な生体の情報を得ることは、高度な医
療には欠かせないプロセスです。これらの機器を扱うにあたっては、理
工学ならびに医学の素養を身につけていることが求められます。放射
線技術科学専攻では、放射線をはじめとする各種の物理的エネル
ギーの伝搬を理解し、医療装置の原理やしくみ、医療画像に関する造
詣を備えた、診断や治療に貢献することができる専門家を養成します。

射線技術科学専攻

人びとが、健康状態を保ち、生命力を高め、持てる力を十分に発揮できるよ
う援助することを、科学的に探究します。
　健康を維持するためのニーズは多様化し、高齢化社会の到来や生活習慣の変
化にともなって、看護が必要とされる場面が増えています。このような期待に応えるこ
とができる高度な看護を行う技術、柔軟な判断力と思考力、倫理的な判断、科学
的な根拠に基づく実践能力を身につけた看護師を養成しています。

護学専攻

理

放

看
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で健
特　　集

病気の診断、治療、予防に役立つ医学
的な情報を検出するほか、検出方法や
分析結果の研究を行います。
　検査には、血液や尿、細胞や組織など
の検体検査、エコーや脳波などの生体検
査のほか、超音波装置などを用いた内臓の
輪郭や病変の可視化、病原性微生物の
種類や性質の解析など、高度な先進医療
を行うために必要な検査も数多くあります。
これらの検査や分析の技能を身につけ、か
らだの状態を的確に把握して治療に生か
すのが、検査技術科学です。医療分野だ
けでなく環境調査、健康食品の管理など幅
広い分野で活躍できる検査技術科学の専
門家を育てます。

査技術科学専攻

保健科学
病気やケガのときはもちろんのこと、健常時にも常に健康を見守り、よ

こころやからだに障がいを持つ人が、「作業」を通じてその人らしい生活を送れるよ
う、また、生活の満足度を高めることができるよう援助をします。
　手芸、陶芸、籐工芸、木工、七宝焼き、革工芸など仕事やあそびにおける作業を、治療
という立場から行います。これにより精神や身体に障がいを持つ人が、自らが持つ力を最大
限に発揮し、自分らしく生きることができるように導くのが作業療法です。子どもからお年寄りま
で、生活に障害のあるすべての人が対象となるので、運動学、生理学、人間発達学などを
幅広く学び専門性に生かします。

業療法学専攻

北大は

検

作
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保
健
科
学
の
世
界
と
は
？

　

保
健
科
学
は
医
学
と
同
じ
医
療
分
野
で
す

が
、
医
学
と
は
ど
う
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

「
ケ
ガ
や
疾
病
を
治
療
す
る
だ
け
で
な
く
、
多

「
ソ
フ
ト
な
科
学
」

と
し
て
の
看
護
学

　

看
護
学
の
分
野
は
、
母
性
看
護
学
、
老
年

看
護
学
、
地
域
看
護
学
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
長
年
の
経
験
を

必
要
と
す
る
た
め
、
病
院
現
場
で
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ（
臨
床
実
習
）を
重
視
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
患
者
の
心
理
や
安
楽
死
の
問
題
な
ど

に
も
関
わ
り
ま
す
。

　
「
看
護
学
は
生
老
病
死
す
べ
て
に
関
わ
る

『
ソ
フ
ト
な
科
学
』。
心
理
学
、
倫
理
学
、
法
学

な
ど
文
系
的
な
要
素
を
多
く
含
ん
で
い
ま

す
。
看
護
学
の
分
野
で
は
特
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。こ
の
能
力
を
磨
く
た
め
、
現
場
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
、

人
間
性
を
養
う
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
に
寄
り

添
っ
た
対
応
が
で
き
る
の
で
す
」

検
査
の
専
門
家
を
育
て
る

　

　

次
に
、
病
院
で
の
検
査
を
担
う
プ
ロ
を
育

成
し
、
そ
の
分
野
の
研
究
を
担
う
、
放
射
線

技
術
科
学
と
検
査
技
術
科
学
の
分
野
を
紹
介

し
ま
す
。

　

科
学
技
術
は
日
進
月
歩
で
進
展
し
、
診
療

く
の
健
常
者
を
相
手
に
し
て
い
る
点
が
保
健

科
学
の
特
性
で
す
。
人
間
が
生
ま
れ
て
か
ら

死
ぬ
ま
で
の
間
、
健
常
者
、
疾
病
予
備
軍
、ケ

ガ
の
後
に
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
人
な
ど
、
幅
広

く
ケ
ア
し
ま
す
」

　

た
と
え
ば
助
産
師
は
産
前
・
産
後
を
担
い

ま
す
し
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
担
う
医
療
者

も
保
健
科
学
の
プ
ロ
。こ
の
よ
う
に
、
人
間
の

全
生
涯
に
わ
た
る
健
康
維
持
・
増
進
を
扱
う

点
が
保
健
科
学
の
特
色
で
す
。

　
「
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
か
ら
な
る
保
健
科
学

に
お
い
て
共
通
す
る
目
的
は
、『
健
康
を
保
つ

こ
と
』、
そ
し
て
、『
人
間
と
し
て
よ
り
よ
く
生

き
る
こ
と
』に
あ
り
ま
す
」と
伊
達
さ
ん
は
考

え
ま
す
。

健
康
な
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

医
療
の
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
の
世
界

病
院
で
は
、
医
師
に
よ
る
診
察
・
診
断
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
看
護
師
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
検
査
や
処
置
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
手
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
と
き
も
、
専
門
家
の
援
助
を
受
け
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
医
療
の
現
場
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
大
学
は一
九
二
〇
年
に
看
護
法
講
習
科
が
設
置
さ
れ
て
以
来
、
九
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
地
域
の
医
療
を
支
え
る
人
材
を
育
成
し
て
き
ま
し
た
。

医
療
現
場
に
は
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
が
い
て
、
保
健
科
学
の
分
野
で
は
ど
の
よ
う
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

保
健
科
学
研
究
院
長
の
伊
達
広
行
さ
ん
に
保
健
科
学
の
世
界
を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

保健科学研究院長　教授

伊達広行（だて ひろゆき）
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門
性
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
日
本
の
歴
史
を

知
る
と
と
も
に
、
人
間
の
生
死
に
つ
い
て
深

く
理
解
す
る
な
ど
深
い
教
養
を
備
え
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
生
は
、そ
の
こ
と

を
頭
に
置
い
て
勉
強
を
重
ね
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
」

放
射
線
技
師
は
高
度
な
医
療
機
器
を
使
い
こ

な
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
は
X
線

装
置
だ
け
で
な
く
、
磁
気
を
使
っ
た
M
R
I

や
、
加
速
器
か
ら
の
粒
子
線
を
発
す
る
医
療

機
器
な
ど
も
扱
い
ま
す
。

　
「
放
射
線
技
師
は
、
た
と
え
ば
放
射
線
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
照
射
時
間
を
調
整
し
て
、
医
師

の
望
む
画
像
を
上
手
に
撮
影
す
る
技
能
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
よ
い
画
像
が
な
い
と
、医
師
は

き
ち
ん
と
し
た
診
断
が
で
き
な
い
の
で
す
」

と
い
う
伊
達
さ
ん
は
、放
射
線
技
師
に
は「
職

人
気
質
」が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

臨
床
検
査
技
師
も
「
熟
練
の
技
」が
大
事

で
す
。
た
と
え
ば
超
音
波
検
査
は
マ
ス
タ
ー

す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
研
鑽
を

積
む
こ
と
で
腫
瘍
組
織
な
ど
を
瞬
時
に
発
見

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
検
査
技
術
科
学

の
分
野
で
は
研
究
の
道
に
進
む
学
生
が
多

く
、
研
究
成
果
も
数
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
医
学
ま
で

　

理
学
療
法
学
と
作
業
療
法
学
の
分
野
は
、

二
つ
合
わ
せ
て
「
リ
ハ
ビ
リ
」分
野
と
言
わ
れ

ま
す
。

　

理
学
療
法
学
は
運
動
機
能
の
回
復
が
主
な

目
的
。
機
器
を
使
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
の
運
動
を

モ
ニ
タ
ー
す
る
研
究
や
ス
ポ
ー
ツ
医
学
と
も

関
連
し
ま
す
。

　

作
業
療
法
学
で
は
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た

人
が
社
会
生
活
に
復
帰
す
る
た
め
の
リ
ハ
ビ

リ
を
担
い
ま
す
。「
身
体
に
障
が
い
を
も
つ
人

が
楽
に
座
れ
る
た
め
の
車
い
す
の
開
発
を
行

う
研
究
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
一
方
で
、精
神
的

な
疾
病
か
ら
社
会
復
帰
す
る
た
め
の
リ
ハ
ビ

リ
を
担
う
の
も
作
業
療
法
の
仕
事
で
す
」

北
海
道
と
い
う

地
域
に
根
ざ
し
た
研
究

　

北
大
保
健
科
学
研
究
院
は
、
北
海
道
と
い

う
地
域
に
位
置
す
る
教
育
研
究
機
関
と
し
て

ど
の
よ
う
な
特
色
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

伊
達
さ
ん
は
二
つ
の
特
色
を
挙
げ
ま
す
。

　

農
業
が
盛
ん
な
北
海
道
は
食
料
供
給
地
と

し
て
食
の
観
点
か
ら
人
び
と
の
健
康
に
寄
与

し
う
る
と
い
い
ま
す
。「
何
を
食
べ
れ
ば
体
に

い
い
か
、
健
康
を
阻
害
す
る
も
の
は
何
か
と

い
っ
た
食
の
問
題
は
生
活
習
慣
病
な
ど
に
大

き
く
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
た
と
え
ば
高
度
脂

質
分
析
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
の
千
葉
仁
志
先
生

は
、
安
全
で
適
切
な
食
事
と
健
康
状
態
に
関

わ
る
検
査
方
法
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
北
海
道
は
広
大
で
す
が
人
口
が
減

少
し
、
過
疎
地
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

伊
達
さ
ん
は
、
遠
隔
地
や
過
疎
地
の
保
健
医

療
の
向
上
な
ど
に
注
目
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。「
広
い
北
海
道
で
は
、
ど

こ
に
で
も
す
ぐ
に
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
健
康
相
談
が
で
き
る

小
笠
原
克
彦
先
生
の
研
究
は
地
域
の
人
び
と

に
と
っ
て
非
常
に
大
切
。
本
当
に
緊
急
の
場

合
な
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
使
う
で
し
ょ
う
が
、

健
康
を
害
す
る
前
や
ケ
ガ
を
し
た
後
な
ど
の

日
常
の
ケ
ア
に
活
用
で
き
る
で
し
ょ
う
」

　

最
後
に
、
将
来
の
医
療
を
担
う
若
者
に
対

し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
今

後
は
、
世
界
の
ど
こ
に
行
っ
て
も
通
用
す
る

よ
う
な
医
療
者
・
研
究
者
の
育
成
が
特
に
大

事
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
専

北大は保健科学で健康を作る

医学は疾病や外傷を治すのが主な役割であるのに対して、保健科学は医学をサポートして適切な処置を施すほか、健常者に対し
ても健康を維持したり、健やかな暮らしのための支援を行う学問であり、そのための専門家を養成する。

保健科学

医学
病気やケガを治す

健康の維持・増進

・身体や病気の状態を  
くわしく知る
（臨床検査技師）

・機器を用いて  
診断・治療を行う
（診療放射線技師）

・心身の機能を  
回復させる
（理学療法士・作業療法士）

・日々の健康を守る
・患者をケアする
・生まれてから死ぬまで
ケアする
（看護師・保健師・助産師）
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病
院
に
行
く
前
に

相
談
で
き
る
場
を
作
り
出
す

　

病
院
が
遠
く
て
簡
単
に
行
か
れ
な
い
、
病

院
に
行
こ
う
か
迷
っ
て
い
る
、
そ
の
よ
う
な

場
合
に
離
れ
た
場
所
の
看
護
師
に
モ
ニ
タ
ー

越
し
に
相
談
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
、
遠
隔
相

談
シ
ス
テ
ム
で
す
。
モ
ニ
タ
ー
に
は
ほ
ぼ
等

身
大
に
人
が
映
し
出
さ
れ
る
う
え
、
会
話
の

タ
イ
ム
ラ
グ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
同
じ

空
間
に
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
の
な
か
で
相
談

で
き
ま
す
。
ま
た
、
看
護
師
が
相
談
者
の
顔

色
や
表
情
も
見
て
と
れ
る
よ
う
に
、
鮮
明
な

映
像
に
な
る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
北
海
道
内
や
東
北
、
東
京

な
ど
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
に
試
験
的
に
置
か

れ
て
い
て
、一
〇
歳
か
ら
九
〇
歳
ま
で
幅
広
い

年
齢
層
の
方
が
相
談
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
「
病
気
に
関
し
て
の
情
報
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
え
ば
簡
単
に
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
逆
に
、
情
報
が
多
す
ぎ
る
た
め
に
多

く
の
人
に
と
っ
て
は
判
断
が
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
」と
小
笠
原
さ
ん
。
ど
の
情
報
が
正
し

い
の
か
分
か
ら
な
い
場
合
で
も
、こ
の
シ
ス
テ

ム
を
使
う
こ
と
で
、
病
院
に
行
っ
た
ほ
う
が

よ
い
の
か
、
そ
れ
と
も
自
宅
で
様
子
を
み
た

ほ
う
が
よ
い
の
か
、
そ
の
場
合
は
ど
の
よ
う

な
ケ
ア
が
適
切
な
の
か
と
い
っ
た
具
体
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
、
看
護
師
か
ら
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

健
康
を
維
持
す
る

し
く
み
作
り
の
た
め
に

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
二
〇
一
一
年
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
の
直
後
も
活
躍
し
ま
し
た
。

石
巻
市
を
は
じ
め
と
す
る
東
北
地
方
の
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
が
試
験
的
に
導
入
し
た
の
で

す
。
医
療
従
事
者
が
不
足
し
た
環
境
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
人
が
こ
の
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
ま
し
た
。
現
在
で
も
他
の
地
域
と

比
較
し
て
相
談
件
数
が
多
い
と
い
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
地
方
事
業
所
を
多
く
持
つ
組

織
や
、
病
院
が
遠
い
地
域
の
市
町
村
に
も
導

入
し
共
同
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
導
入
さ
れ
る
こ
と

で
、
健
康
相
談
が
よ
り
気
軽
に
行
え
る
よ
う

に
な
り
、
健
康
維
持
に
つ
な
が
り
ま
す
」と
小

笠
原
さ
ん
。
今
後
は
高
齢
者
の
自
宅
に
設
置

す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

多
く
の
人
が
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

遠
隔
相
談
シ
ス
テ
ム
を
ど
こ
に
導
入
す
れ
ば

よ
い
か
。
小
笠
原
さ
ん
の
挑
戦
は
続
い
て
い

き
ま
す
。

健康科学分野　教授

小笠原克彦（おがさわら かつひこ）

北
海
道
大
学

保
健
科
学
研
究
の
特
色

後ろのモニターには、遠隔地に設置された相談ブースが映し出される

ち
ょ
っ
と
体
が
だ
る
い
、
ち
ょ
っ
と
熱
が
出
た
な
ど
、

「
病
院
に
行
こ
う
か
な
、
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
か
な
…
…
」
と
判
断
に
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
の
よ
う
な
と
き
に
利
用
で
き
る
健
康
相
談
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
小
笠
原
克
彦
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

離
れ
た
場
所
か
ら
健
康
を
見
守
る
た
め
の
、

し
く
み
作
り
に
取
り
組
む
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体
に
溜
ま
っ
た
脂
肪
が

悪
さ
を
す
る

　

腹
部
の
周
囲
に
つ
く
皮
下
脂
肪
の
ほ
か
、

内
臓
脂
肪
も
ま
た
肥
満
の
原
因
で
す
。
内
臓

の
ま
わ
り
や
細
胞
の
な
か
に
つ
い
た
脂
肪
は

分
解
さ
れ
て
遊
離
脂
肪
酸
と
い
う
小
さ
な

〝
あ
ぶ
ら
〞（
脂
質
）に
な
り
、
血
液
に
乗
っ
て

体
中
に
運
ば
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
で
再
び

脂
肪
と
な
っ
て
蓄
え
ら
れ
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
脂
肪
が
溜
ま
り
す
ぎ
た
肝
臓

を
脂
肪
肝
と
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
肝
硬

変
や
肝
臓
が
ん
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る
の

で
す
。
ま
た
、
腎
臓
の
病
気
の
中
に
も
脂
肪

の
蓄
積
と
関
係
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
脂
質
が
酸
化
し
て
「
過
酸

化
脂
質
」と
な
る
と
、
特
に
健
康
に
悪
い
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
脂
肪
は
、
肝
臓
だ
け
で
な
く
他
の
さ
ま
ざ

ま
な
臓
器
に
蓄
積
し
て
悪
い
影
響
を
与
え
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
か
ら
、
脂
肪
と
病
気
と
の

関
係
を
も
っ
と
研
究
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
」と
、
千
葉
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
し
か
し
、

過
酸
化
脂
質
を
は
じ
め
と
す
る
脂
質
の
分
析

は
難
し
く
、
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
も

の
も
多
い
た
め
、
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。

肥
満
が
も
た
ら
す
病
気
を

防
ぐ
た
め
に

　

千
葉
さ
ん
は
、
過
酸
化
脂
質
の
測
定
法
や

血
液
中
の〝
脂
質
の
つ
ぶ
〞（
リ
ポ
タ
ン
パ
ク

質
）を
数
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ

れ
ら
の
大
き
さ
を
測
る
方
法
な

ど
、
新
た
な
脂
質
の
分
析
法
を

開
発
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
成
果
を
結
集
し
て
二
〇
一
一
年
、
北
海
道
大

学
に
高
度
脂
質
分
析
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
が
発
足

し
た
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
分
析
法
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
脂
肪
の
蓄
積
と
病
気
と
の
関
係

に
つ
い
て
一
層
研
究
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
は
、
臓
器
の
脂
質
の
酸
化
を

抑
え
る
食
品
の
探
索
や
、
病
気
に
関
連
し
そ

う
な
血
液
中
の
脂
質
の
量
を
簡
単
に
測
る
装

置
の
開
発
な
ど
に
企
業
と
共
同
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

食
生
活
の
変
化
に
よ
り
、
世
界
的
に
肥
満

の
人
は
増
え
て
い
ま
す
。
タ
イ
や
中
国
で
は

子
ど
も
の
肥
満
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
肥
満
が
も
た
ら
す
病
気
は
増
え
て
い

く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
脂
質
を
高
い

精
度
で
分
析
で
き
る
研
究
施
設
は
世
界
的
に

も
少
な
い
た
め
、「
海
外
か
ら
共
同
研
究
の
依

頼
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」と
千
葉
さ

ん
。
脂
質
を
高
い
精
度
で
測
定
し
研
究
す
る

こ
と
の
で
き
る
高
度
脂
質
分
析
ラ
ボ
ラ
ト

リ
ー
に
、
世
界
中
が
注
目
し
て
い
ま
す
。

北大は保健科学で健康を作る

健康科学分野　教授

千葉仁志（ちば ひとし）

高
度
な「
脂
質
の
分
析
」で

健
康
を
支
え
る

高
度
脂
質
分
析
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
。

人
の
体
の
あ
ぶ
ら
（
脂
質
）を
高
い
精
度
で
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
世
界
的
に
も
数
少
な
い
研
究
部
門
で
す
。

こ
の
分
析
技
術
を
使
っ
た
、
肥
満
に
よ
る
病
気
を
防
ぐ
た
め
の
あ
ぶ
ら
の
研
究
に
つ
い
て

千
葉
仁
志
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

高速液体クロマトグラフ質量分析計という装置。この装置を使って脂質を高い
精度で分析する。
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座
り
心
地
の
良
い
車
い
す

　

健
常
者
に
と
っ
て
「
直
立
座
位
姿
勢
」、つ

ま
り
、
ま
っ
す
ぐ
い
す
に
腰
掛
け
る
の
は
ご

く
簡
単
で
す
が
、
障
が
い
者
に
と
っ
て
は
大

変
な
こ
と
で
す
。

　

標
準
的
な
車
い
す
は
、
シ
ー
ト
や
背
も
た

れ
が
、
い
わ
ゆ
る
直
立
座
位
姿
勢
を
想
定
し

て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
で
は
、
障

が
い
者
は
上
半
身
全
体
が
前
に
押
さ
れ
て
う

つ
む
き
加
減
の
姿
勢
と
な
り
、
運
動
が
む
ず

か
し
く
な
っ
た
り
、頭
や
首
に
負
担
が
か
か
っ

た
り
ま
す
。
そ
う
な
る
こ
と
を
防
ご
う
と
し

て
、
お
尻
を
前
に
出
し
て
座
る
と
、
時
間
と

と
も
に
か
ら
だ
が
前
へ
ず
れ
て
い
き
、
腰
に

負
担
が
か
か
る
だ
け
で
は
な

く
、
重
度
の
障
が
い
者
で
は

耐
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
お
尻
が

痛
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

八
田
さ
ん
は
こ
う
し
た
問

題
を
解
決
す
る
た
め
、
北
海

道
立
心
身
障
害
者
総
合
相

談
所
の
西
村
重
男
さ
ん
と

と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
車
い

す
を
試
作
し
ま
し
た
。
そ
し

て
最
初
に
製
品
化
さ
れ
た

の
が
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ェ
ア
」

で
す
。
八
田
さ
ん
は
穏
や
か

に
語
り
ま
す
。「
こ
の
車
い

す
な
ら
、
自
然
な
姿
勢
で
無

理
な
く
座
っ
て
も
ら
え
ま

す
。
姿
勢
が
安
定
し
な
い
障

「
最
高
に
座
り
や
す
い
車
い
す
」

の
開
発
か
ら
見
え
た
も
の

八
田
達
夫
さ
ん
は
、
障
が
い
者
が
楽
な
姿
勢
で
座
る
こ
と
が
で
き
る
車
い
す
を

約
二
五
年
に
わ
た
っ
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
究
か
ら
生
ま
れ
た
車
い
す
は
、
か
ら
だ
が
優
し
く
包
ま
れ
る
よ
う
な

「
究
極
の
座
り
心
地
」
で
す
。
人
に
優
し
い
車
い
す
を
追
求
す
る
な
か
で
、

障
が
い
者
や
健
常
者
と
い
う
枠
を
越
え
、

あ
ら
ゆ
る
人
が
座
り
や
す
い
い
す
の
製
品
化
に
ま
で
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

八
田
さ
ん
が
作
る
い
す
が
自
然
な
心
地
良
さ
を
生
む
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
秘
密
を
聞
き
ま
し
た
。

が
い
者
を
型
に
は
め
る
よ
う
に
固
定
す
る
た

め
の
バ
ン
ド
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」

　

そ
し
て
さ
ら
に
改
良
を
加
え
た
の
が
、

一
九
九
九
年
に
製
品
化
さ
れ
た
、
重
度
障
が

い
者
用
の
車
い
す
「
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
バ
ギ
ー
」。

こ
ち
ら
は
ま
る
で
、
赤
ち
ゃ
ん
が
ゆ
り
か
ご

の
中
に
お
さ
ま
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
楽
な
姿

勢
で
座
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

楽
な
姿
勢
を
生
み
出
す
秘
密

　

八
田
さ
ん
た
ち
の
車
い
す
の
特
徴
は
、
座

る
人
を
固
定
す
る
た
め
の
バ
ン
ド
な
ど
が
な

い
こ
と
。
そ
し
て
座
席
の
骨
盤
が
あ
た
る
部

分
の
底
部
前
方
と
後
面
、
さ
ら
に
背
中
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
三
カ
所
に
、
伸
縮
可
能
な
ベ
ル

ト
が
あ
る
こ
と
で
す
。
ベ
ル
ト
の
長
さ
を
マ

ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
で
調
整
す
る
こ
と
で
最
適
な

姿
勢
を
生
み
出
し
ま
す
。
こ
れ
は
ど
ん
な
理

論
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

八
田
さ
ん
は
、
障
が
い
者
の
身
体
を
力
学

的
な
観
点
か
ら
徹
底
的
に
調
べ
た
結
果
、
二

つ
の
重
要
な
点
に
気
づ
き
ま
し
た
。

生活機能学分野　教授

八田達夫（はった たつお）

姿勢が調節できることのメリットについて説明する八田さん

10



　

一
つ
目
は
、
そ
れ
ま
で
の
車
い
す
で
は
、
頭

や
首
と
い
っ
た
各
部
位
の
重
心
位
置
の
偏
り

に
対
す
る
配
慮
が
ま
っ
た
く
な
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
ま
っ
す
ぐ

座
っ
た
人
と
、
三
〇
度
ほ
ど
傾
い
て
座
っ
た

人
が
い
た
と
し
ま
す
。
頭
部
の
重
さ
を
五
kg

と
仮
定
す
る
と
、
傾
い
た
人
の
首
に
か
か
る

負
担
は
、
ま
っ
す
ぐ
の
人
に
比
べ
て
四
kg
以

上
も
重
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
か
ら
だ
の
角
度
を
変
え
て
、
頭
が

か
ら
だ
の
上
に
乗
る
よ
う
に
調
節
す
る
と
、

同
じ
重
さ
で
も
、
重
力
と
の
関
係
で
楽
に
座

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
頭
を
押

さ
え
た
り
、
バ
ン
ド
な
ど
で
か
ら
だ
を
固
定

す
る
の
で
は
な
く
、
車
い
す
自
体
の
構
造
を

変
え
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
関
節
を
動
か
す
際
筋
肉
の
起

始
部
（
筋
肉
を
動
か
す
と
き
に
中
心
と
な
る

部
位
）と
な
る
ポ
イ
ン
ト
が
大
切
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
腕
を
し
っ
か
り
上
げ

よ
う
と
す
る
と
、
肩
の
付
け
根
の
安
定
が
非

常
に
重
要
で
す
。
健
常
者
で
あ
れ
ば
す
ん
な

り
腕
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
肩
が

安
定
し
て
い
な
い
障
が
い
者
の
場
合
、
腕
を

上
げ
る
だ
け
で
も
困
難
で
す
。
車
い
す
に

座
っ
た
と
き
に
も
、
筋
肉
の
起
始
部
を
し
っ

か
り
と
安
定
さ
せ
、
動
き
や
す
い
よ
う
に
座

る
姿
勢
を
調
整
す
る
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
理
論
的
成
果
を
も
と
に
、
八
田

さ
ん
と
西
村
さ
ん
は
、楽
に
座
れ
る
技
術「
ア

ク
テ
ィ
ブ
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
生
み

出
し
ま
し
た
。

研
究
の
原
点

そ
し
て
さ
ら
な
る
進
化
へ

　

八
田
さ
ん
は
一
九
七
六
年
に
北
大
教
育
学

部
を
卒
業
し
、
民
間
の
知
的
障
が
い
者
の
更

生
施
設
で
七
年
間
、
生
活
指
導
員
と
し
て
働

い
て
い
ま
し
た
。
八
田
さ
ん
の
原
点
は
、
現
場

で
と
も
に
過
ご
し
た
脳
性
麻
痺
や
自
閉
症
の

人
た
ち
と
の
出
会
い
で
す
。
八
田
さ
ん
は

も
っ
と
学
び
直
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、
心

機
一
転
、
北
大
の
医
療
技
術
短
期
大
学
部　

作
業
療
法
学
科
（
現
在
の
医
学
部
保
健
学
科　

作
業
療
法
学
専
攻
）に
入
学
し
ま
す
。

　
「
も
う
子
ど
も
も
い
る
の
に
、一
年
生
か
ら

や
り
直
し
。
そ
れ
で
も
、
も
っ
と
き
ち
ん
と
勉

強
し
た
か
っ
た
」と
八
田
さ
ん
は
笑
顔
で
振

り
返
り
ま
す
。
そ
こ
で
筋
肉
や
骨
格
な
ど
身

体
の
構
造
に
つ
い
て
深
く
学
ん
だ
八
田
さ
ん

は
、
そ
の
後
助
手
と
な
り
、
西
村
重
男
さ
ん

と
の
出
会
い
を
経
て
車
い
す
の
研
究
に
ま
い

進
し
ま
す
。

　

臨
床
現
場
で
の
試
行
錯
誤
、
さ
ら
に
理
論

的
な
研
究
を
経
て
生
ま
れ
た
車
い
す
は
、
楽

な
姿
勢
で
座
る
こ
と
が
で
き
疲
れ
に
く
い
こ

と
か
ら
、一
般
用
の
い
す
の
開
発
に
も
つ
な
が

り
ま
し
た
。
そ
れ
が
㈱
内
田
洋
行
と
産
官
学

共
同
で
開
発
し
た「
P
u
l
s
e
チ
ェ
ア
」。
北

大
総
長
も
愛
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

八
田
さ
ん
が
長
年
積
み
重
ね
て
き
た
重
度

障
が
い
者
の
た
め
の
研
究
開
発
は
さ
ら
に
進

化
し
、
幅
広
く
人
び
と
の
役
に
立
つ
い
す
の

開
発
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
障
が

い
者
の
た
め
の
研
究
が
、
よ
り
普
遍
的
な
研

究
に
つ
な
が
る
こ
と
を
示
し
た
理
想
的
な
モ

デ
ル
と
い
え
る
の
で
す
。

北大は保健科学で健康を作る

体の重心を考え、頭が体の上に来るよう調節

車いすの研究から生まれた、
一般用のいす「Pulse チェア」
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気
持
ち
の
い
い「
手
浴
」ケ
ア
を

通
し
て
、患
者
さ
ん
の

身
体
と
心
に
変
化
を
お
こ
す

　
「
手し
ゅ

浴よ
く

」と
い
う
ケ
ア
を
通
し
て
、
客
観
的

に
示
す
こ
と
が
難
し
い
「
脳
血
管
障
害
患
者

の
認
識
の
変
化
」を
研
究
し
て
い
る
の
が
、
矢

野
理
香
さ
ん
で
す
。

　
「
手
浴
」と
は
、
お
湯
の
中
に
手
を
入
れ
て

洗
浄
す
る
と
同
時
に
、
お
湯
に
よ
る
温
熱
効

基盤看護学分野　准教授

矢野理香（やの りか）

「手浴」を行いながら患者さんと会話する

臨
床
の「
知
と
技
」を

可
視
化
し
て
、看
護
が
深
化
す
る

看
護
技
術
は
、
と
か
く
、
看
護
師
一
人
ひ
と
り
の

「
思
い
や
り
」
や
「
資
質
」の
問
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
現
在
、
実
証
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
看
護
研
究
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

客
観
的
な
デ
ー
タ
か
ら
、
看
護
の
効
果
を
確
認
し
、
だ
れ
で
も
利
用
可
能
な

「
知
と
技
」
に
す
る
こ
と
は
看
護
師
だ
け
で
は
な
く
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
患
者
さ
ん
の
語
り
を
自
然
言
語
処
理
で
分
析
し
、

看
護
の
、
身
体
と
心
へ
の
影
響
を
研
究
し
て
い
る
矢
野
理
香
さ
ん
と
、

意
識
障
害
の
患
者
さ
ん
か
ら
自
発
的
な
行
動
を
引
き
出
す
た
め
の
方
法
に
つ
い
て

脳
波
を
も
と
に
研
究
し
て
い
る
林
裕
子
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。
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果
を
生
か
し
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
運
動
を
行
う

看
護
の
手
法
で
す
。
矢
野
さ
ん
は
、「
手
浴
」

が
、
麻
痺
を
抱
え
る
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、
単

に
「
お
湯
で
手
を
洗
う
」行
為
以
上
の
意
味

が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
た
の
で
す
。
手
を
触

れ
あ
い
な
が
ら
、
看
護
師
と
患
者
さ
ん
が
会

話
を
す
る
こ
と
は
、
心
地
よ
い
温
熱
の
効
果

に
よ
る
身
体
へ
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
心
を

揺
り
動
か
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。一

日
十
五
分
の「
手
浴
」を
繰
り
返
し
て
い
く
う

ち
に
、
患
者
さ
ん
の
話
す
言
葉
は
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
内
容
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
へ
変
化

し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
変
化
を
記
録
し
、
自

然
言
語
処
理
や
統
計
を
使
っ
て
分
析
す
る
こ

と
で
、
患
者
さ
ん
の
語
り
の
変
化
、さ
ら
に
心

の
変
化
を
可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
、

矢
野
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

手
の
麻
痺
を
抱
え
て
い
る
患
者
さ
ん
は
、

手
を
「
嫌
な
記
憶
や
動
か
な
い
現
実
に
向
き

合
う
も
の
」と
と
ら
え
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。「
手
浴
は
、
患
者
さ
ん
に
自
分
の
手
を

直
視
す
る
こ
と
を
強
い
ま
す
。
し
か
し
、
手

浴
ケ
ア
を
実
践
す
る
中
で
、
手
の
動
き
や
感

覚
の
変
化
を
患
者
さ
ん
自
身
が
認
識
し
、
語

り
は
少
し
ず
つ

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

も
の
へ
変
化
し

て
い
き
ま
す
。

看
護
師
も
、
手

に
触
れ
る
こ
と

を
通
じ
て
、
患

者
さ
ん
の
思
い

を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
る
の

で
す
」。「
手
浴
」

は
、
患
者
さ
ん

が
、
以
前
と
は

異
な
る
今
の
自

己
の
状
況
を
受
け
入
れ
、
次
に
進
も
う
と
す

る
プ
ロ
セ
ス
の
、「
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
こ

と
」を
後
押
し
す
る
技
。
ケ
ア
の
内
容
と
、
患

者
さ
ん
の
心
の
変
化
を
「
だ
れ
に
で
も
わ
か

る
形
で
記
述
す
る
」こ
と
が
、
客
観
的
な
デ
ー

タ
に
基
づ
く
看
護
学
を
作
る
た
め
に
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
の
で
す
。

意
識
障
害
の
患
者
さ
ん
が
、

生
活
行
動
を
取
り
戻
す
た
め
の

ア
プ
ロ
ー
チ

　

意
識
障
害
の
患
者
さ
ん
か
ら
自
発
的
な
行

動
を
引
き
出
す
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
、
脳

波
の
分
析
結
果
を
も
と
に
研
究
し
て
い
る
の

が
、
林
裕
子
さ
ん
で
す
。
脳
卒
中
や
交
通
事

故
に
よ
り
意
識
障
害
と
な
っ
た
患
者
さ
ん
の

中
に
は
、意
識
が
戻
ら
な
い
人
も
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
患
者
さ
ん
は
、
自
律
神
経
機
能
は

保
た
れ
て
い
る
も
の
の
、
自
分
の
意
思
を
表

現
し
た
り
、
何
ら
か
の
行
為
を
す
る
こ
と
は

な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
あ
る
感
覚
刺
激
を
増
や
す
と
、

意
識
障
害
の
患
者
さ
ん
の
脳
が
活
動
す
る
こ

と
は
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
林
さ

ん
は
、
意
識
障
害
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、

複
数
の
異
な
る
感
覚
刺
激
に
よ
っ
て
大
脳
機

能
の
活
動
を
高
め
る
と
い
う
基
礎
研
究
か

ら
、
た
と
え
ば
「
ご
は
ん
を
食
べ
る
」と
い
う

状
況
を
意
図
的
に
作
り
出
す
こ
と
で
、
自
発

的
な
活
動
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

意
識
障
害
の
患
者
さ
ん
は
、
自
分
で
座
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、「
座
る
体
勢
を
と
る

こ
と
」か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
意
識
が
な
い
た
め
、
す
ぐ
に
バ
ラ
ン
ス

を
崩
し
倒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。し
か
し
、
重
要

な
の
は
「
座
る
体
勢
を
と
る
」こ
と
を
繰
り
返

す
こ
と
。
重
力
の
中
で
の
身
体
の
感
覚
を
患

者
さ
ん
自
身
が
経
験
し
、
埋
も
れ
た
記
憶
を

刺
激
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。「
座

る
」「
手
を
洗
う
」「
ス
プ
ー
ン
を
持
つ
」と
い
っ

た
「
食
べ
る
」に
つ
な
が
る
一
連
の
動
作
を
、

「
二
人
羽
織
」の
よ
う
に
看
護
師
が
働
き
か
け

て
時
間
を
か
け
て
再
現
し
、
繰
り
返
し
ま
す
。

「
今
か
ら
ご
飯
を
食
べ
る
行
動
が
始
ま
る
ん

だ
」と
い
う
状
況
を
作
り
出
す
こ
と
が
、
患
者

さ
ん
の
自
発
的
な
行
動
を
引
き
出
す
こ
と
に

つ
な
が
る
の
で
す
。

　

林
さ
ん
は
、
脳
波
計
を
使
い
、
看
護
師
に

よ
る
ケ
ア
が
、
ど
の
よ
う
に
意
識
障
害
の
患

者
さ
ん
の
脳
に
変
化
を
起
こ
し
て
い
る
の
か

を
観
測
し
、そ
の
効
果
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

看
護
の「
真
価
」を

証
明
す
る
た
め
に

　

看
護
実
践
を
、
看
護
師
の
個
人
的
な
「
資

質
」や
「
熟
練
」の
問
題
と
し
て
し
ま
わ
な
い

こ
と

―
矢
野
さ
ん
、
林
さ
ん
が
、
と
も
に

目
指
し
て
い
る
の
は
、
看
護
師
一
人
ひ
と
り
の

持
つ
経
験
知
を
、だ
れ
も
が
利
用
で
き
る「
知

と
技
」に
す
る
こ
と
で
す
。「
経
験
豊
富
な
、

い
い
看
護
師
さ
ん
」の
技
術
は
、
そ
の
ま
ま
で

は
、
そ
の
看
護
師
に
し
か
で
き
な
い
個
人
的

な
も
の
に
と
ど
ま
り
、
必
ず
し
も
受
け
継
が

れ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
看
護
師
の
経
験
知

を
可
視
化
す
る
こ
と
で
は
じ
め
て
、
ほ
か
の

看
護
師
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
将
来
の
看
護
・

医
療
の
あ
り
方
を
変
革
さ
せ
て
い
く
力
と
な

る
の
で
す
。

基盤看護学分野　准教授

林裕子（はやし ゆうこ）

北大は保健科学で健康を作る

脳波の測定
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　入学後は、どの専攻においても1年次は全学教育
科目として数学、理科などの基礎科目、外国語、総合
科目などの教養科目を学びます。これらの全学教育
は、専門のコースに進む前の基礎学力を身につける
ための大切な科目であり、幅広い分野を学習するこ
とにより、歴史や社会に対する理解、さらに人に対
する理解を深めます。将来、臨床の現場で患者や相

談者と接する際にも役立ちます。
　2年次からは、基礎医学に加え、それぞれの専攻に
必要な看護学、基礎工学、理学療法学、作業療法学と
いった科目を学び、3年次以降の臨床実習、その後の
卒業研究へと進みます。さらに研究を目指す人は、
大学院保健科学院の修士課程、さらに博士後期課程
に進学します。

保健学科での学習のイメージ

看護学
専攻

1年次 2年次 3年次 4年次

放射線技術科学
専攻

検査技術科学
専攻

理学療法学
専攻

作業療法学
専攻

コースマップ

全
学
教
育
科
目 

●
基
礎
科
目
（
数
学
、
理
科
な
ど
） 

●
教
養
科
目
（
外
国
語
、
総
合
科
目
な
ど
）

全
学
教
育
科
目 

●
基
礎
科
目
（
数
学
、
理
科
な
ど
） 

●
教
養
科
目
（
外
国
語
、
総
合
科
目
な
ど
）

各国家試験

●基礎医学　●基礎工学　●放射線　●画像診断機器 ●卒業研究

●治療・核医学

●臨床実習●撮影技術学

●基礎医学　●専門基礎 ●臨床実習※3

●卒業研究●理学療法学（評価） ●理学療法学（各論）

●臨床実習※4●臨床医学

●卒業研究

●基礎医学　●専門基礎 ●臨地実習

●臨床医学※1 ●臨床医学※2

●看護研究（卒業研究）

●専門基礎　●看護学（概論・各論） ●臨地実習

●看護学（専門・統合）

●卒業研究●作業療法学（概論） ●作業療法学（各論）

●臨床実習※4●臨床医学

●基礎医学　●専門基礎 ●臨床実習※3

※1　血液や免疫系、様々な疾病や各種検査法に加え、患者との接し方も身につけます。
※2　検査技術に関する法律などを学び、輸血や染色体検査の実習を行います。
※3　病院での評価（検査）に関する短期の実習。
※4　病院での長期の実習。

北大は保健科学で健康を作る
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附
属
図
書
館
本
館  

附
属
図
書
館
利
用
支
援
課
長  

鈴
木 

宏
子

　

北
海
道
大
学
の
正
門
を
入
り
、
中
央
ロ
ー
ン
を
見

な
が
ら
サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ
川
の
橋
を
渡
る
と
、
茶
色
の

大
き
な
建
物
が
目
に
入
り
ま
す
。
そ
れ
が
附
属
図
書

館
本
館
で
す
。
北
海
道
大
学
に
は
全
部
で
一
八
の
図
書

館
・
図
書
室
が
あ
り
三
八
〇
万
冊
の
蔵
書
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
中
で
も
こ
の
本
館
は
一
七
〇
万
冊
の
蔵
書

を
持
つ
最
大
の
図
書
館
で
す
。

　

三
年
に
及
ぶ
大
改
修
で
、本
館
は
す
っ
か
り
新
し
く

な
り
ま
し
た
。
地
上
五
階
、
地
下
二
階
の
新
棟
も
建
設

さ
れ
、
北
大
生
が
快
適
に
学
習
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
や
新

し
い
設
備
を
取
り
入
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

今
の
大
学
図
書
館
に
は
、
静
か
に
集
中
し
て
勉
強

す
る
だ
け
で
な
く
、グ
ル
ー
プ
で
議
論
し
共
に
学
ぶ
場

所
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
を
実
現
し
た
の
が
新

棟
二
階
の
オ
ー
プ
ン
エ
リ
ア
で
す
。
こ
こ
で
は
、
学
生

達
が
、
本
を
広
げ
パ
ソ
コ
ン
を
開
き
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

を
使
っ
て
、一
緒
に
学
習
し
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
隣
に
は
、
講
義
や
演
習
の
で

き
る
リ
テ
ラ
シ
ー
ル
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
勉
強

に
疲
れ
た
ら
、
広
い
空
間
の
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ト
で
疲
れ

を
癒
し
飲
み
物
や
食
べ
物
を
と
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

最
新
の
設
備
に
は
学
術
雑
誌
を
保
管
す
る
自
動
化
書

庫
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、
検
索
画
面
か
ら
指
示
ボ
タ

ン
を
押
す
だ
け
で
自
動
的
に
雑
誌
を
取
り
出
す
こ
と

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
新
し
い
機
能
を
備
え
た
本
館
は
、同
時

に
古
い
歴
史
を
持
ち
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
文
献
を
数
多

く
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
大
学
の
前
身
、
札
幌
農
学
校
は
一
八
七
六

（
明
治
九
）年
八
月
、『B

oys, be am
bitious

』で
知
ら

れ
る
W
・
S
・
ク
ラ
ー
ク
博
士
を
迎
え
て
開
校
し
ま

し
た
。そ
の
年
の
一
二
月
、「
書
籍
庫
」（
書
庫
）が
建
ち
、

こ
れ
が
図
書
館
の
始
ま
り
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
後
も
ク
ラ
ー
ク
博
士
や
教
師
達
は
、
学
生
に
必

要
な
教
科
書
や
専
門
書
・
教
養
書
を
数
多
く
ア
メ
リ

カ
か
ら
取
り
寄
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
札
幌
農
学
校
時

代
の
図
書
は「
札
幌
農
学
校
文
庫
」と
し
て
今
も
大
切

に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
北
方
事
物
に
関
す
る
資
料
を
本
学
に
求
め

て
得
ら
れ
ざ
る
も
の
な
し
』と
い
う
方
針
の
も
と
、
北

方
文
化
に
関
す
る
多
く
の
資
料
が
集
め
ら
れ
、「
北
方

資
料
室
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
そ
れ
ら
の
貴

重
な
地
図
や
文
献
、
写
真
な
ど
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
化

し
、『
北
方
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』と
し
て
図
書
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
図
書
館
は
読
書
を
し
た
り
、
文
献
を
探
し

た
り
す
る
だ
け
で
は
な
く
、本
を
通
し
て
人
と
繋
が
り

互
い
に
交
流
す
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。一
月
に
は
学

生
に
よ
る
お
勧
め
本
コ
ン
テ
ス
ト
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

in
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
」を
開
催
し
大
変
好
評

で
し
た
。
皆
さ
ま
の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
新
し
い
図

書
館
を
大
い
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

（
す
ず
き　

ひ
ろ
こ
）

附属図書館ホームページ　http://www.lib.hokudai.ac.jp/

附属図書館本館外観　右側が新棟

飲食もできるくつろぎの「メディアコート」学生でにぎわう「オープンエリア」
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陸
前
高
田
市
立
博
物
館
は
、
東
日
本
大
震

災
で
発
生
し
た
三
二
メ
ー
ト
ル
の
津
波
を
受

け
壊
滅
し
た
。
館
職
員
は
亡
く
な
り
、
収
蔵

資
料
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
展
示
物
や

人
文
系
資
料
は
流
さ
れ
た
が
、
自
然
史
標
本

は
残
っ
た
。
自
然
史
系
収
蔵
庫
の
入
口
は
一

カ
所
で
、
そ
こ
に
棚
が
集
中
し
、
標
本
は
引

潮
で
流
さ
れ
る
の
を
免
れ
た
。
密
室
に
津
波

が
よ
せ
、
室
内
に
は
数
ト
ン
の
圧
が
か
か
っ

た
と
予
想
さ
れ
る
。
昆
虫
標
本
箱
の
ガ
ラ
ス

は
ゆ
が
み
、
箱
内
の
標
本
の
昆
虫
針
が
く
の

字
に
曲
が
っ
た
。
標
本
は
海
水
と
ヘ
ド
ロ
を

被
り
、
救
出
さ
れ
た
時
は
腐
敗
状
態
で
あ
っ

た
。

◆

　

こ
れ
ら
の
標
本
の
復
旧
に
全
国
の
博
物
館

が
援
助
を
申
し
出
て
、
北
大
総
合
博
物
館
も

化
石
、植
物
、昆
虫
分
野
で
標
本
レ
ス
キ
ュ
ー

に
参
加
し
た
。
昆
虫
分
野
で
受
け
持
っ
た
の

は
一
〇
〇
一
個
体
の
甲
虫
の
標
本
。
海
水
を

浴
び
た
標
本
を
、
脱
塩
、
殺
菌
処
理
を
し
、
学

術
標
本
と
し
て
研
究
に
使
用
で
き
る
よ
う
に

作
り
直
す
。
腐
敗
し
、バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
体

の
部
位
を
ひ
と
つ
ず
つ
糊
で
台
紙
に
貼
付

け
、
元
の
状
態
に
近
い
形
に
修
復
す
る
。

　

写
真
は
、
陸
前
高
田
市
の
名
勝
「
高
田
松

原
」の
浜
で
採
集
さ
れ
た
ハ
マ
ベ
ゾ
ウ
ム
シ

Aphela gotoi

。
海
水
で
育
つ
ア
マ
モ
を
食
べ

る
代
表
的
海
浜
甲
虫
で
あ
る
。
ハ
マ
ヒ
ョ
ウ

タ
ン
ゴ
ミ
ム
シ
ダ
マ
シIdisia ornata

、
ヒ
ョ

ウ
タ
ン
ゴ
ミ
ム
シScarites aterrim

us

、
み
な

高
田
松
原
の
浜
で
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

◆

　

高
田
松
原
は
、
砂
が
津
波
で
流
さ
れ
浜
自

体
が
ほ
ぼ
消
失
。
こ
れ
ら
の
ハ
マ
ベ
ゾ
ウ
ム

シ
は
生
き
残
っ
た
と
し
て
も
近
隣
の
ア
マ
モ

の
あ
る
浜
ま
で
た
ど
り
着
け
な
け
れ
ば
子
孫

は
残
せ
な
い
。
で
は
、
高
田
松
原
の
近
く
に

ア
マ
モ
の
残
さ
れ
た
浜
は
あ
る
の
か
。
戦
後

の
開
発
で
多
く
の
浜
は
自
然
状
態
を
呈
し
て

お
ら
ず
、
名
勝
と
さ
れ
保
護
さ
れ
た
浜
も
限

ら
れ
て
い
る
。
過
去
の
時
代
、
大
津
波
で
被

害
を
う
け
た
自
然
環
境
は
、
近
隣
の
被
害
を

免
れ
た
地
域
か
ら
生
物
た
ち
が
移
り
住
ん

で
、
時
間
を
か
け
て
自
然
と
復
旧
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
現
代
の
日
本
の
海
岸
線
は
壊
滅
的

な
被
害
を
う
け
る
と
、
限
ら
れ
た
生
物
の
生

息
地
が
壊
滅
し
た
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
復
旧

は
難
し
い
。

◆

　

レ
ス
キ
ュ
ー
を
し
た
昆
虫
標
本
は
、
再
度

そ
の
地
域
で
採
集
で
き
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
過
去
の
自
然
環
境
を
語
る
証
拠
標
本
。

そ
の
意
味
は
深
い
。
修
復
を
終
え
た
標
本
は
、

陸
前
高
田
市
立
博
物
館
が
再
建
さ
れ
た
時
に

戻
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
総
合
博
物
館　

お
お
は
ら　

ま
さ
ひ
ろ
）

大
原　

昌
宏

ハマ
ベ
ゾ
ウ
ム
シ

虫
と

石
16

北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
が
収
蔵
し
て
い
る
四
五
〇
万
点
の
標
本
か
ら

地
球
上
で
最
も
繁
栄
し
て
い
る
生
物
・
昆
虫
と
、

地
球
の
歴
史
を
物
語
っ
て
い
る〝
石
〞を
紹
介
し
ま
す
。

シ

リ

ー

ズ

ハマベゾウムシ

ヒョウタンゴミムシ

ハマヒョウタンゴミムシダマシ

1mm

1mm

1mm
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鮮
や
か
な
濃
紺
色
を
呈
し
、
ト
ル
コ
石
と

共
に
一
二
月
の
誕
生
石
と
し
て
知
ら
れ
る
ラ

ピ
ス
ラ
ズ
リ
（L
apis lazuli

）は
、
宝
石
名
と

し
て
の
通
称
で
あ
る
。
正
式
な
鉱
物
名
は
ラ

ズ
ラ
イ
トlazurite

で
、
日
本
名
を
「
青
金

石
」と
称
し
、
古
く
は
「
瑠ル

璃リ

」と
も
呼
ん
だ
。

ラ
ピ
ス
は
ラ
テ
ン
語
で
「
石
」を
意
味
し
、
ま

た
ペ
ル
シ
ャ
語
で
「
青
い
」と
い
う
意
味
の
ラ

ズ
ワ
ー
ド
（lazhuw

ard

）と
い
う
言
葉
に
語

源
が
あ
る
。
古
く
か
ら
装
身
具
（
指
輪
・
ネ
ッ

ク
レ
ス
な
ど
）や
飾
り
石
と
し
て
珍
重
さ
れ
、

さ
ら
に
、
そ
の
粉
末
は
岩
絵
の
具
な
ど
の
顔

料
（
日
本
で
は
「
群
青
」、
欧
米
で
は
「
ウ
ル

ト
ラ
マ
リ
ン
」）と
し
て
利
用
さ
れ
て
来
た
。

◆

　

青
金
石
は
、
方
ソ
ー
ダ
石sodalite

、
藍
方

石hauyne

、
黝ヨ

ウ

方
石nosean

な
ど
と
共
に
等

軸
晶
系
の
方
ソ
ー
ダ
石
族
に
分
類
さ
れ
る
。

天
然
で
は
粗
粒
自
形
の
単
結
晶
が
少
な
く
、

稀
に
五
角
ま
た
は
菱
形
十
二
面
体
の
単
結
晶

が
産
す
る
。
ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
は
圧
迫
や
高
熱

に
弱
く
、ま
た
酸
な
ど
に
も
溶
解
す
る
た
め
、

加
工
時
に
は
十
分
注
意
を
要
す
る
。
珪
酸
塩

鉱
物
に
は
珍
し
く
硫
黄
を
含
有
し
て
お
り
、

そ
れ
が
青
の
色
彩
の
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。

細
粒
の
黄
鉄
鉱
を
含
む
も
の
は
、
紺
碧
の
生

地
に
特
有
の
金
色
の
き
ら
め
き
が
見
ら
れ
、

満
天
の
星
空
を
思
わ
せ
る
。

◆

　

ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
と
人
類
の
関
わ
り
は
古

く
、
六
千
年
以
上
の
長
い
歴
史
を
も
ち
、
ト

ル
コ
石
や
エ
メ
ラ
ル
ド
な
ど
と
共
に
最
も
古

い
宝
石
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
エ
ジ
プ
ト
王
朝

の
墳
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た
黄
金
の
柩
ヒ
ツ
ギ
は
、

カ
ー
ネ
リ
ア
ン
（
紅
玉
髄
）や
ト
ル
コ
石
と

共
に
ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る

が
、
有
名
な
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
王
の
黄
金
マ

ス
ク
も
金
と
共
に
ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
で
彩
色
さ

れ
て
い
る
。
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
シ
ュ

メ
ー
ル
人
は
装
飾
品
（
ウ
ル
の
王
墓
か
ら
発

見
さ
れ
た
モ
ザ
イ
ク
画
な
ど
）と
し
て
使
用

し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
五
世
紀
頃
、
粉

末
に
し
て
絵
具
と
し
て
も
使
用
し
た
。
ギ
リ

シ
ャ
、
ロ
ー
マ
時
代
に
「
サ
フ
ァ
イ
ア
」と
呼

ば
れ
て
い
た
青
色
の
石
は
、
現
在
の
サ
フ
ァ

イ
ア
で
は
な
く
主
に
ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
で
あ
っ

た
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
「
最
後
の
審
判
」の

背
景
の
空
は
す
べ
て
ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
で
描
か

れ
て
い
る
。
正
倉
院
宝
物
の
紺
玉
帯
や
中
尊

寺
金
色
堂
留
め
金
具
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
て

い
る
が
、
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
の
東
方
見
聞
録
に

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
北
部
（
バ
ダ
ク
シ
ャ
ン
地

方
）産
ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
の
記
述
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
よ
り
中
国
を
経
由

し
て
奈
良
時
代
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。

◆

　

ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
は
、
天
然
で
は
花
崗
岩
と

石
灰
岩
と
の
接
触
部
に
発
達
す
る
ス
カ
ル
ン

帯
や
閃
長
岩
な
ど
の
ア
ル
カ
リ
火
成
岩
中

に
、
微
細
結
晶
の
塊
状
集
合
体
を
な
し
て
産

す
る
。
主
な
産
地
と
し
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
、
ロ
シ
ア
（
バ
イ
カ
ル
湖
地
域
）、
ア
メ
リ

カ
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
）、
チ
リ
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
、
カ
ナ
ダ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
が
あ
る
。

（
総
合
博
物
館　

ま
つ
え
だ　

ひ
ろ
は
る
）

松
枝　

大
治

ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ（
青
金
石
）

ラピスラズリ（五角十二面体結晶）　アフガニスタン産

ハックマナイト（方ソーダ石）　アフガニスタン産

ラピスラズリ　チリ産

ラピスラズリ　チリ産

1cm

1cm 1cm

1cm
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m
eet

a
ga

in

矢
部 

輝
雄

施
設
部
長

世
界
に
誇
れ
る

美
し
く
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に

二
五　

本
年
四
月
、施
設
部
長
と
し
て
約
三
〇
年
ぶ
り

に
北
大
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

北
大
に
は
一
九
七
四
年
四
月
か
ら
一
九
七
八
年

三
月
ま
で
工
学
部
建
築
工
学
科
の
学
生
と
し
て

四
年
間
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
新
潟

生
ま
れ
で
す
が
、
北
大
で
学
び
た
い
と
思
っ
た
の

は
、一
九
七
二
年
の
札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
で
北
海
道
と
札
幌
の
美
し
さ
を
知
っ
た
か
ら
で

し
た
。
入
学
後
、
豊
か
な
自
然（
特
に
冬
の
パ
ウ

ダ
ー
ス
ノ
ー
と
夏
の
澄
ん
だ
星
空
）、整
然
と
し
た

街
並
み
に
加
え
、
札
幌
市
民
の
道
外
出
身
者
、
北

大
生
に
対
す
る
温
か
さ
に
い
ろ
い
ろ
な
局
面
で
感

激
し
ま
し
た
が
、
そ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
高
さ

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
磨
き
が
か
か
っ
て
今
日
に

至
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

建
築
工
学
科
で
は
地
震
国
で
あ
る
我
国
の
建

築
物
の
耐
震
安
全
性
の
向
上
に
貢
献
で
き
る
エ

ン
ジ
ニ
ア
に
な
り
た
い
と
思
い
構
造
関
係
を
専
攻

し
ま
し
た
。

　

一
九
七
八
年
か
ら
の
施
設
部
で
の
勤
務
後
、

一
九
八
三
年
か
ら
文
部
省
に
移
り
、
学
校
施
設
の

防
災
対
策
や
耐
震
性
能
向
上
の
た
め
の
設
計
指

針
作
り
や
新
し
い
大
学
施
設
建
設
に
携
わ
っ
た

後
、我
国
で
初
め
て
の
国
立
の
研
究
施
設
を
海
外

で
建
設
す
る
国
立
天
文
台
の
す
ば
る
望
遠
鏡
施

設
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
施
設
担
当
と
し
て

一
九
九
六
年
か
ら
一
九
九
八
年
ま
で
国
立
天
文
台

に
勤
務
し
ま
し
た
。

　

す
ば
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ハ

ワ
イ
州
ハ
ワ
イ
島
の
標
高
四
二
〇
〇
m
の
マ
ウ
ナ

ケ
ア
山
頂
に
光
学
式
望
遠
鏡
施
設
を
建
設
し
、さ

ら
に
山
麓
の
ハ
ワ
イ
州
立
大
学
ヒ
ロ
校
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
内（
と
言
っ
て
も
溶
岩
地
盤
上
の
原
生
林
）

を
開
発
し
て
大
学
共
同
利
用
の
研
究
施
設
を
建

設
す
る
も
の
で
し
た
。

　

地
震
対
策
、ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
対
策
な
ど
も
網

羅
し
た
ハ
ワ
イ
州
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
コ
ー
ド
、ハ
ワ

イ
州
立
大
学
の
土
地
利
用
や
色
彩
規
制
な
ど
現

地
の
環
境
・
植
生
・
気
候
風
土
と
の
調
和
を
重

視
す
る
厳
し
い
環
境
保
護
コ
ー
ド
に
適
合
さ
せ
な

が
ら
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
背

景
に
あ
る
考
え
方（
環
境
へ
の
負
荷
を
い
か
に
軽

減
さ
せ
る
か
、開
発
と
自
然
環
境
の
保
護
を
い
か

に
調
和
さ
せ
る
か
）を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、そ
の
後
、
私
自
身
の
大
学
施
設
整
備
に
あ

た
っ
て
、取
り
組
む
姿
勢
を
再
確
認
す
る
上
で
貴

重
な
経
験
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
金
沢
大
学
を
経
て
、
筑
波
大
学
で

本
年
三
月
ま
で
勤
務
い
た
し
ま
し
た
。
金
沢
大

学
で
は
市
郊
外
二
四
〇
ha
の
敷
地
へ
の
リ
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
筑
波
大
学
で
は

つ
く
ば
研
究
学
園
都
市
内
の
約
二
五
〇
ha
の
敷

地
に
約
四
〇
年
前
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
制
約

な
ど
あ
ま
り
考
慮
せ
ず
、
短
期
間
に
大
量
に
建

設
さ
れ
た
施
設
が
一
斉
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
時

期
を
迎
え
て
い
る
課
題
を
ど
う
解
決
し
、
教
育
・

研
究
の
基
盤
を
再
活
性
さ
せ
る
か
と
い
う
仕
事

を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
い
つ
も
、母
校

北
大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
よ
う
に
五
〇
年
後
、
百

年
後
に
世
界
に
誇
れ
る
自
然
と
調
和
し
た
美
し

い
キ
ャ
ン
パ
ス
を
形
成
す
る
こ
と
を
意
識
し
て

い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

北
大
に
再
び
戻
っ
て
き
て
、大
学
院
に
重
点
を

置
く
基
幹
総
合
大
学
で
あ
る
母
校
の
教
育
、
研

究
、
診
療
等
の
活
動
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
の

キ
ャ
ン
パ
ス
施
設
環
境
を
美
し
く
安
全
で
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
も
の
と
す
る
た
め
に
最
大
限
の
貢

献
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（

や
べ　

て
る
お
）

我が国初の海外研究施設
（国立天文台すばる研究施設）　
ヒロキャンパスの敷地全体を緑と花でカ
バーして環境と景観を保護

都市型キャンパスの再開発
（筑波大学文京キャンパス）
再開発に当たり既存の樹木は一本も切らず
キャンパス全体に数千本の追加植樹をして景
観と都市環境を改善
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「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
二
〇
一
二
」の

開
催

　

北
海
道
大
学
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
懐
か
し
い

キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
旧
友
や
恩
師
と
青
春
の
思
い
出

を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
、
北
大
の
「
今
」
を
体

感
し
て
い
た
だ
く
催
し
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
」を
今
年
初
め
て
開
催
し
ま
す
。
講
演
会
や

施
設
見
学
な
ど
多
数
の
催
し
を
ご
用
意
し
て
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

場　
　

所　

北
海
道
大
学
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス

開
催
日
時　

平
成
二
四
年
一
〇
月
六
日
（
土
）

　

詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 http://w
w
w
.hokudai.ac.jp/pr/alum

ni/
hom
e/

東
京
・
名
古
屋
・
大
阪

「
進
学
相
談
会
」の
開
催

　

毎
年
、
多
数
の
来
場
者
を
お
迎
え
し
て
い
る
本

相
談
会
も
六
回
目
を
迎
え
ま
す
。
会
場
で
は
、
北

海
道
大
学
の
教
職
員
や
現
役
学
生
に
直
接
、「
ど

ん
な
こ
と
が
学
べ
る
の
か
」、「
ど
ん
な
学
生
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」、「
入
試
制
度
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
」な
ど
相
談
を
し
て
い
た
だ

〈インフォメーション〉
●

●

●

●

●

●

●

●

●

け
ま
す
。

　

北
海
道
外
に
お
住
ま
い
で
、「
北
大
に
興
味
が

あ
る
け
れ
ど
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
」

と
い
う
受
験
生
を
ご
存
じ
の
方
に
ぜ
ひ
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。

▼
名
古
屋　

一
〇
月
二
七
日
（
土
）

　

 

午
後
二
時
〜
午
後
六
時
（
名
古
屋
ル
ー
セ
ン
ト

タ
ワ
ー
）

▼
大
阪　

一
〇
月
二
八
日
（
日
）

　

正
午
〜
午
後
四
時
（
梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル
）

▼ 

東
京　

一
一
月
三
日
（
土
・
祝
）

　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時（
ベ
ル
サ
ー
ル
秋
葉
原
）

　

 

詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.

hokudai.ac.jp/

）「
入
学
案
内
」
か
ら
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
入
学
相
談
室
窓
口

〒
〇
六
〇
―
〇
八
一
七

札
幌
市
北
区
北
一
七
条
西
八
丁
目

電
話　

〇
一
一
―
七
〇
六
―
七
四
八
四

E-m
ail　

ac-info@
academ

ic.hokudai.ac.jp

 
  

昨年の「進学相談会」の様子

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ウ
ィ
ー
ク

二
〇
一
二
の
開
催

　

第
六
回
と
な
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ウ
ィ
ー

ク
を
平
成
二
四
年
一
〇
月
六
日
（
土
）か
ら
二
週

間
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
す
べ
て
の
国
と
地
域

の
共
通
課
題
で
あ
る
「
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
」
に
貢
献
し
よ
う
と
、
北
海
道
大
学
が
平
成

一
九
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
行
事
で
す
。

　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
市
民
向
け
公
開
講
座
、

学
生
の
楽
し
い
企
画
な
ど
四
〇
余
の
行
事
が
期
間

中
や
そ
の
前
後
に
集
中
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
今

年
は
初
め
て
海
外
で
も
幾
つ
か
の
行
事
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
年
ご
と
に
拡
大
す
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
・
ウ
ィ
ー
ク
へ
、
行
事
の
共
催
者
も
し
く
は

参
加
者
と
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

行
事
内
容
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

http://w
w
w
.sustain.hokudai.ac.jp/sw

/jp/

　

Tw
itter@

husw
2012

問
い
合
わ
せ
先

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ウ
ィ
ー
ク
事
務
局

（
北
海
道
大
学
国
際
本
部
国
際
連
携
課
内
）

〒
〇
六
〇
―
〇
八
一
五

札
幌
市
北
区
北
一
五
条
西
八
丁
目

電
話　

〇
一
一
―
七
〇
六
―
八
〇
三
一

サ
イ
エ
ン
ス
・
カ
フ
ェ
札
幌
の
開
催

　

北
海
道
大
学
高
等
教
育
推
進
機
構
高
等
教
育

研
究
部
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育

研
究
部
門
（C

oS
TE
P

）
で
は
、
飲
み
物
を
片
手

に
科
学
技
術
の
話
題
に
つ
い
て
気
軽
に
話
し
合

う
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
カ
フ
ェ
札
幌
」を
開
催
し
て

い
ま
す
。
科
学
技
術
の
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
に
つ
い

て
、
専
門
の
研
究
者
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
迎

え
て
語
り
合
い
ま
す
。

　

毎
回
、
多
く
の
市
民
の
方
々
に
参
加
い
た
だ

き
、
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。
第
六
四
回
以
降
の

予
定
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
第
六
四
回　

平
成
二
四
年
八
月
四
日
（
土
）

▼
第
六
五
回　

平
成
二
四
年
九
月
二
九
日
（
土
）

　

各
回
の
テ
ー
マ
な
ど
は
、
決
ま
り
次
第
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
場
所
・
時

間
・
定
員
な
ど
は
各
回
共
通
で
次
の
と
お
り
で
す
。

　

http://costep.hucc.hokudai.ac.jp/
場　

所　
 sapporo55

ビ
ル
一
階
イ
ン
ナ
ー

ガ
ー
デ
ン

　
　
　
　

 （
紀
伊
國
屋
書
店
札
幌
本
店　

正
面
入
口
前
）

　
　
　
　

札
幌
市
中
央
区
北
五
条
西
五
丁
目

時　

間　

午
後
四
時
三
〇
分
か
ら
午
後
六
時

定　

員　

約
一
〇
〇
人

　
　
　
　
（
座
席
は
約
七
〇
席
の
予
定
で
す
）

参
加
費　

 

無
料
（
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ
先

高
等
教
育
推
進
機
構
高
等
教
育
研
究
部
科
学
技
術

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
研
究
部
門（C

oSTEP

）

〒
〇
六
〇
―
〇
八
一
七

札
幌
市
北
区
北
一
七
条
西
八
丁
目

E-m
ail　

office@
costep.hucc.hokudai.ac.jp

総
合
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

総
合
博
物
館
夏
の
企
画
展
示

「
藻
類
が
人
類
の
未
来
を
救
う
」

　

札
幌
農
学
校
時
代
の
コ
ン
ブ
研
究
に
始
ま
る

藻
類
研
究
の
長
い
歴
史
を
持
つ
北
海
道
大
学
は
、

世
界
的
な
藻
類
研
究
拠
点
の
ひ
と
つ
で
す
。
今
年

六
〇
周
年
を
迎
え
る
日
本
藻
類
学
会
と
の
共
催

で
、
企
画
展
示
を
開
催
し
ま
す
。

　

特
別
天
然
記
念
物
「
阿
寒
湖
の
マ
リ
モ
」生
体

展
示
に
加
え
、
当
館
が
収
蔵
す
る
、
絶
滅
危
惧
藻

類
の
標
本
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
白
亜
紀
の
藻
類
が
堆
積
し
て
形
成
さ
れ

た
イ
ギ
リ
ス
海
峡
の
チ
ョ
ー
ク
、
様
々
な
用
途
に

使
わ
れ
て
い
る
藻
類
な
ど
を
展
示
し
、
わ
れ
わ
れ

人
類
と
藻
類
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
道
内
各
地
の
水
産
試
験
場
長
を
歴
任

し
た
川
嶋
昭
二
博
士
に
よ
る
海
藻
画
六
二
点
や
、

知
床
を
拠
点
に
活
躍
す
る
関
勝
則
氏
の
水
中
写

真
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
期
間
中
は
毎
月
一

回
の
関
連
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

会　
　

場　

 

総
合
博
物
館
一
階
「
知
の
交
流
」

コ
ー
ナ
ー
・
三
階
企
画
展
示
室

開
催
期
間　

 

平
成
二
四
年
七
月
一
〇
日
（
火
）〜

九
月
二
三
日
（
日
）

総
合
博
物
館

〒
〇
六
〇
―
〇
八
一
〇

札
幌
市
北
区
北
一
〇
条
西
八
丁
目

電　
　

話　

〇
一
一
―
七
〇
六
―
二
六
五
八

開
館
時
間　

午
前
一
〇
時
〜
午
後
四
時

　
　
　
　
　

 （
六
月
〜
一
〇
月
は
、
午
前
九
時

三
〇
分
〜
午
後
四
時
三
〇
分
）

休
館
日　

 

月
曜
日
・
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
そ
の
翌
日
が
休
館
日
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●
季
刊 

リ
テ
ラ
ポ
プ
リ
49
号

２
０
１
２
年
7
月
発
行

リ
テ
ラ
ポ
プ
リ
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
●

http://w
w
w
.hokudai.ac.jp/bureau/populi/

　

わ
た
し
た
ち
は
、
時
計
台
の
鐘
が
な
る
札
幌
の

市
民
で
す
。

　

こ
の
一
文
は
札
幌
市
民
憲
章
の
前
章
で
、
時
計

台
と
は
通
称
「
札
幌
市
時
計
台
」、
す
な
わ
ち
旧
札

幌
農
学
校
演
武
場
の
こ
と
を
指
す
。
札
幌
市
民
に

広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
の
建
物
は
、
北
海
道
大

学
の
前
身
で
あ
る
札
幌
農
学
校
の
草
創
期
を
象
徴

す
る
建
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
知

る
北
大
生
は
意
外
に
少
な
い
。
ま
し
て
や
、
創
建
当

初
は
時
計
塔
が
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
人
と
な
る

と
数
は
さ
ら
に
減
る
だ
ろ
う
。

　
「
演
武
場
」
の
響
き
か
ら
演
芸
や
武
芸
を
想
像

し
、
現
在
の
体
育
館
の
よ
う
な
用
途

と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
実
際
は
違

う
。M

ilitary H
all

の
翻
訳
で
、
軍

事
教
練
を
目
的
と
し
た
施
設
で
あ
っ

た
。

　

札
幌
農
学
校
初
代
教
頭
W
・
S
・

ク
ラ
ー
ク
は
、
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争

に
士
官
と
し
て
従
軍
し
た
経
歴
を
持

ち
、
彼
は
札
幌
農
学
校
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
「
兵
学
及
ビ
戦
法M

ilitary 
S
cience and T

actics

」を
提
示
し
、

在
学
中
の
四
年
間
を
通
し
て
毎
週
二

時
間
の
「
武
芸M

ilitary D
rill

」
を

課
し
た
。
し
か
し
、
一
八
七
六
年
の

開
学
時
に
は
、
寄
宿
舎
と
講
堂
一
棟

（
北
講
堂
）し
か
な
く
、
こ
の
「
武
芸
」

を
行
う
施
設
は
ま
だ
な
か
っ
た
。

　

ク
ラ
ー
ク
の
後
を
受
け
て
教
頭
と

な
っ
た
W
・
ホ
ィ
ー
ラ
ー
は
、
同
年

九
月
に
校
長
調
所
広
丈
宛
に
れ
ん
が
造
三
階
建
て

の
農
学
本
館
と
木
造
平
屋
の
練
兵
館
の
新
設
を
要

求
す
る
。
し
か
し
こ
の
提
案
は
聞
き
入
ら
れ
な
く
、

翌
年
一
月
に
妥
協
案
と
し
て
、
こ
の
二
つ
の
機
能

を
併
せ
持
つ
演
武
場
を
提
示
し
た
（
上
図
）。

　

一
階
の
両
翼
に
は
英
語
・
精
神
科
学
、
農
学
・

植
物
学
の
講
堂
が
位
置
し
、
奥
は
鉱
物
学
・
地
質

学
・
植
物
学
・
農
学
の
標
本
陳
列
棚
を
配
置
し
た

博
物
場
に
充
て
ら
れ
た
。
二
階
は
八
四
フ
ィ
ー
ト

（
約
二
五
・
六
m
）×
四
〇
フ
ィ
ー
ト
（
約
一
二
・
二

m
）の
演
武
場
と
し
、
片
翼
に
武
器
庫
を
据
え
た
。

こ
の
図
面
に
は
仕
様
説
明
が
添
付
さ
れ
て
い
て
、

そ
こ
に
は
、
各
階
と
も
天
井
高
を
一
二
フ
ィ
ー
ト

（
約
三
・
七
m
）と
す
る
こ
と
、
骨
組
み
は
頑
丈
に
造

る
こ
と
、
ホ
ー
ル
に
柱
を
立
て
な
い
よ
う
屋
根
を

組
む
こ
と
、
窓
は
ア
メ
リ
カ
風
の
上
げ
下
げ
窓
と

す
る
こ
と
、
な
ど
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

演
武
場
は
、
ほ
ぼ
こ
の
提
案
通
り
に
造
ら
れ
、

一
八
七
八
年
一
〇
月
一
六
日
に
開
業
式
を
挙
行
し

た
。
右
に
掲
げ
た
写
真
が
竣
工
時
の
全
貌
を
今
に

伝
え
る
唯
一
の
も
の
で
、
時
計
塔
で
は
な
く
小
さ

な
鐘
楼
が
載
る
。
時
計
の
設
置
は
開
業
式
に
出
席

し
た
開
拓
長
官
黒
田
清
隆
の
発
案
に
よ
る
。　

（
い
け
が
み　

し
げ
や
す
）

◆建築基本データ
所在地：札幌市北区北1条西2丁目
建築年：明治11（1878）年
構　造：木造2階建て、鉄板葺
設　計：開拓使工業局営繕課（ホィーラー、安達喜幸）
施　工：若杉久十郎
国重要文化財

●1879年頃の演武場　時計塔はまだない
（北大附属図書館所蔵）

●1879年の札幌農学校配置図
（Kaitakushi, Second Annual Report of Sapporo 
Agricultural College.）

●Design for Military Hall, Sapporo Agricultural College（北大附属図書館所蔵）

建
築
設
計
図
が
語
る
北
大
の
歴
史  

工
学
研
究
院　

池
上
重
康

【
第
26
回
】

札
幌
市
時
計
台

（
旧
札
幌
農
学
校
演
武
場
） │

◎
キ
ャ
ン
パ
ス
を
次
代
に
引
き
継
ぐ
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